
Q. 飲みにくいお薬は割ったりつぶしたりしても大丈夫ですか？ 

 
A. 自己判断でお薬を割ったりつぶしたりせず、必ず薬剤師にご相談ください。 

お薬によっては、割ったりつぶしたりすると、効果が弱くなったり、副作用のリスクが増えた

りするものがあります。 

 

 

お薬を割ったりつぶしたりしてしまうと、、、 

・「胃で溶けないように工夫されたお薬」⇒ 効果が弱くなったり、胃に負担がかかったりします 

・「ゆっくり効くように作られたお薬」⇒ お薬が急に効いて副作用のリスクが高まります 

・「表面がコーティングされているお薬」⇒ 苦味などで飲みにくくなったりしてしまいます 

・「１つの錠剤にいろいろな成分が入っているお薬」 

⇒ 割るとそれぞれのお薬の量のバランスが崩れてしまうことがあります 

 

※対応として、同じ成分で「粉薬」や「飲みやすい形」に変更できる場合もあります。困ったとき

は、無理せず薬剤師にご相談ください。 

 

※ 一見コーティングがあるように見える「口腔内崩壊錠（OD 錠）」は、つぶす必要がなく、口の

中で溶けるよう設計されています。お薬の見た目では判断がつかないことが多いため、ご相談くだ

さい。 

 


